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日 時 ： 2015年6月26日（金） 13:30～16:30
場 所 ：文部科学省 東館 15F特別会議室

産学連携の取り組みと

今後のあり方について

トヨタ自動車株式会社

岡島博司

競争力強化に向けた大学知的資産マネジメント検討委員会

資料１
科学技術・学術審議会 産業連携・地域支援部会

競争力強化に向けた大学知的資産マネジメント検討委員会
（第4回）H27.6.26
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２１世紀の社会ビジョン

ビジョン 先端

死傷者ゼロ

感動・
快適空間

疲労ゼロ

損失
ゼロ

ウェアラブル

商品先行開発

人間特性

センシング

ロボット

バイオ

ナノ材料 次世代電池

電力・輸送変換
触媒

太陽電池

燃料電池

健康脳研究

都市

通信

感動

走り

モータ

ＦＣ

触媒

渋滞
ゼロ

自動運転

廃熱
ゼロ

大気
浄化

CO2回収
固定

創造能力
向上

自律生活サ
ポート

太陽光エネ
ルギー利用

水素エネル
ギー社会

原子力
利用

エネルギー
貯蔵

バイオ
エネルギー

完全防犯

シームレス
移動

健康
抗老化

嗜好に
合わせた車

運転支援

ＩＴＳ

快適

ｲﾝﾊﾞｰﾀ

電池

自然ｴﾈﾙｷﾞｰを基盤

超高効率エネルギー社会

エネルギー

社会構造

活気に満ち溢れ、安心な社会

Ageless and Seamless Transport

（誰もが安全快適に移動）

環境

完全な循環型社会

環境負荷ｾﾞﾛ社会

人間

「精神的豊かさ」を実現

創造と感動のプロデュース
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トヨタ自動車における新製品開発の流れ

先端研究
産学連携

(例) THS（トヨタ･ハイブリッド･システム）

車両
↑

システム
モジュール

↑
部品
↑

材料

モーター

バッテリー

モーター

燃料
タンク

PCU

バッテリー

エ
ン
ジ
ン

発電機
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研究開発費

(Toyota Annual Report 2013)

先行開発

・材料

・部品

・システム

先端研究

（先端重点領域、各部テーマ等）

製品開発
・新型車両の開発

・既存車両の改良

（企画、デザイン、

設計、評価、等）

8,074億円
3.7%
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サイエンス・外知を取り込み、従来技術の壁を乗り越える
目的志向の研究を推進して、商品に繋げる

先端研究のねらい・位置づけ

２０１３ ２０１５ ２０２０ ２０２５ ２０３０

先行開発

先端研究

サイエンスにおける
ブレイクスルー

従
来

技
術

の
壁

先端研究・産学連携で
取組むべき対象

商品

材料・
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ

商品

ﾃﾞﾊﾞｲｽ・
ｼｽﾃﾑ

原理・物質

ﾃﾞﾊﾞｲｽ・
ｼｽﾃﾑ

材料・
ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ
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出口が明確

・探索～味見的研究、FS
・解析・基盤技術
・出口、マイルストーンは問わない
・弾込めテーマ
・リソーセスや期間は限定的 （原則3年）
・外部が実施主体でも可
・リーダ、研究者の思い尊重

・本格研究
・出口、マイルストーン、

フェーズアップ基準が明確
・ポジショニング（立ち位置）を明示
・オープンイノベーションで推進
・お客様視点、会社方針重視

本格研究探索・基盤

リソーセス配分の目安 30:70
ロードマップで
マネジメント

新原理

検証

本格研究

部品開発

商品開発

本格研究

探索・基盤

例）

貴金属
レス触媒

目的指向の研究ロードマップ
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公募

ニーズa ニーズb ・・・

A部 B部

ニーズe

デンソー

TMC

大学
研究機関

・・・

TME

TRI-NA

課題の集約・整理

中研

産学連携
オープンイノベーション．．．

既存研究体制で吸収

トヨタＧ内から
ニーズ募集，課題把握

異分野のシーズ発掘

研究者ネットワーク構築

研究トレンドの誘導

ホームページを通して，
外部のシーズ技術を

募集

公募

ニーズa ニーズb ・・・

A部 B部

ニーズe

デンソー

TMC

大学
研究機関

・・・

TME

TRI-NA

課題の集約・整理

中研

産学連携
オープンイノベーション．．．

既存研究体制で吸収

トヨタＧ内から
ニーズ募集，課題把握

異分野のシーズ発掘

研究者ネットワーク構築

研究トレンドの誘導

ホームページを通して，
外部のシーズ技術を

募集

【公募の流れ】

トヨタ自身による研究公募実施トヨタ自身による研究公募実施

外部の知（シーズ技術）を取り込み、

スピーディーに強力な研究体制を構築

研究課題のアカデミアへの発信

環境 エネルギー

人間社会構造

スマートロボット

インテリジェント
マテリアル

社会システム・情報

将来ＦＣシステム

マイクロリアクター

ぶつからないクルマ

高度運転支援

熱マネージメント

新原理蓄電デバイス

人間特性

先端パワーデバイス

高温集積回路用絶縁保護膜

NOx分解

白金ナノ粒子表面修飾

貴金属代替触媒

NOx, CO2選択性分離

車両周辺のセンシング

インターフェース

ドライバー認識状態推定

移動体行動推定

歩行者の挙動解析

計算材料科学

in-situ解析技術 イオン伝導体

ナノ材料･MEMS融合技術

機能・物性制御

感性価値

快適性

蓄熱

熱輸送材料等

伝熱

省エネ 生活の質

公募テーマ・キーワード例
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共同研究を通じ外部の知を取り込み、自らの技術とする

（M&Aや技術買いではない）

オープンイノベーションの考え方

・国内外の著名研究者とのネットワーク構築 ⇒次世代電池の研究を加速

（例）２００８年に「電池研究部」を発足
①社外研究拠点（京大，物材機構）を設置，基盤強化

②優秀な電池研究者を獲得する

③複数の研究機関と役割分担を行い相互連携にて研究加速

共同
研究

育成派遣

人材獲得

物
質

・
材

料
研

究
機

構
'08/7

次
世

代
自

動
車

材
料

基
盤

拠
点

京
都

大
学

'0
8/

7
電

池
基

礎
科

学
寄

付
講

座

電池，燃料電池の
世界的権威

信州大

東北大

東工大

九州大

UCLAWaterloo

大阪府立大

茨城大

静岡大

St.Andrews

東京大

産総研

コンセプト

メイキング

検証

Ｐｌｕｇ-Ｉｎ
１／４電池

世界の

アンテナ
北米

先端研
ＴＭＥ公募

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池

１／８電池

応用部隊

コンポン研

探索

電池研究部

材技

中研
先端

検証部隊

中研

先行生技

先
行

開
発

先
行

開
発

探
索

探
索

先
端

研
究

外部より招聘

応用研究部隊

一体で推進

密な
連携

JFCC
図 電池研究部の社内外連携体制図

ポスドク等
プロパ

著名研究者

ポストリチウム

イオン電池

大阪大

相互連携

※

共同
研究

育成派遣

人材獲得
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グローバル先端研究体制

地域，組織ごとに強みを生かした連携・研究分担

欧州 北米

豊田中央研究所

コンポン研究所

日本

TEMA-トヨタテクニカルセンター
トヨタ北米先端研究所(TRI-NA)

<強み>
先端IT技術
軍事・航空宇宙技術
イノベーション人材
産学連携、国家主導による研究推進

<注力テーマ>
将来電池：Mg電池
機能性材料(メタマテリアル)
パワーエレクトロニクス
自動運転技術

トヨタモーターヨーロッパ
(TME AT)

<強み>
基礎科学
クルマ・システム研究
産学・産産学コンソーシアム

<注力テーマ>
新電池：スピネル型全固体電池
要素研究、新HMI
X-in-the-Loop（車両開発手法）

トヨタ自動車

トヨタIT開発センター
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個別共同研究から、組織的連携へ

DOE ARPA-E
PHV用SiCモジュール

・SiCパワーデバイス
・車載充電システム

ＧＣＥＰ （完了）
スタンフォード大オレ教授

・太陽電池
・二次電池
・バイオ燃料

清華大
薛(Xue)副学長

・環境、エネルギー
・安全、材料

ＴＭＥ ＡＴ
・ＴＭＥのリサーチ部門

電池、触媒、認知技術
欧州産学連携のハブ

ＴＲＩＮＡ
・ＴＴＣのリサーチ部門

自動運転、電池、センサ
・豊田中研の海外進出

北米産学連携のハブ

上海交通大
黄副学長、平野先生

・材料、エンジン

⑪

⑫

⑬ ⑭

環境 エネルギー

社会構造 人間

③ ⑩

⑤

⑦

⑥ ⑨
⑬

⑥
⑭

①②④

⑧

⑪ ⑫

先端 先行 製品

各研究機関の強みを活かして連携

④

⑥

⑧

③

NEDO
Li-ion電池応用･実用化

（全固体電池）
・硫化物全固体電池
・電極ナノコンポジット化
・界面･粒子材料設計
・活物質･固体電解質一体形成

内閣府 FIRST（完了）
・高性能蓄電デバイス創生

に向けた革新的基盤研究

理研
脳科学－トヨタ連携センター

國吉センター長
・ニューロドライブ
・ニューロロボティクス
・人間特性、人口知能

NIMS （物質材料研究機構）
西村センター長
「新物質・新材料」

・磁石
・熱効率向上
・水素脆性
・ＳｉＣの溶媒探索
・電池（固体電解質）
・分析計測技術

京大 RISING
小久見ＰＬ

・電池反応解明
・高度解析技術研究
・革新電池研究

名大 COI
高齢者モビリティ

・知能化モビリティ
・人間研究
・社会システム

東北大 COE
江刺教授

・半導体・センサ加工
（ＭＥＭＳ技術）

①

⑤

産総研 （完了）
中島理事、渡邉理事
「画期的な燃費向上」

・軽量化
・フリクション低減
・熱効率向上

東大 COE （完了）
下山教授、稲葉教授

・家事アシスタント
・パーソナルモビリティ

②

⑨

⑩

⑦

MagHEM
(高効率モーター用磁性材料技術組合)

産総研：中村部門長
「ナノ複相組織制御磁石の研究開発」

NIMS、東北大、東北学院大、京都大
高エネルギー加速器研究機構
ダルムシュタット工大、CNRS
モナッシュ大、エクスター大
UCデービス、York大

組織的連携

国家プロジェクト

コンソーシアム
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共同研究費と寄附金の比較

共同研究費と件数 寄附金と件数

寄付金は共同研究の約１０分の１

金額

件数 件数
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寄付金の内訳

研究支援の寄付は少数
⇒ここを戦略的に増やすべき
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ディスカッション・トピックス

(1)大学への期待：ブレイクスルーのための基礎研究

(2)特定の大学は強みを伸ばし、産業との連携を強化すべき

・学長のリーダーシップ強化のため、予算と人事権を*1

*１：2013年12月17日 経団連提言「イノベーション創出に向けた国立大学の改革について」

(3)企業から資金を増やす努力をする（受託、共研、寄附）

①企業が組織的連携を組みたくなる体制、しくみ

②間接経費：国内大 10～20%, 海外大：40～80％

使途を明確に、使途ごとに異なるレートもex.人件費には高く

③寄附優遇税制：所得控除から税額控除へ

大学法人などの指定寄付金は実質税金の支出と同じ

寄附金を税金の前払いと整理し、法人税から控除すべき


